


 

 １⽉３⽇、いちきアクアホールにて令和８年⼆⼗歳の集
いが⾏われました。式には、今年度⼆⼗歳を迎える195名
が参加しました。会場では、就学、就職などで、中々会う
ことのできなかった友⼈との久しぶりの再会を喜ぶ姿や⼤
⼈になった友⼈を⾒て、驚く姿など微笑ましい光景が⾒ら
れました。

〜感謝と決意を胸に〜 

R8⼆⼗歳の集い実⾏委員

本⽇は、私たちのためにこのような盛⼤な式を挙⾏いただき、ありがとうございます。�
私は⼩さい頃から体を動かすことが好きで、学⽣時代は、部活動に励み、現在も⾝体を
動かす仕事をしています。⽗と同じ仕事であったため、最初は少し抵抗もありました
が、時間とともに抵抗はなくなり、⽗への憧れが強くなりました。そんな折、⽗が他界
しました。まだまだ教わりたいこともあり、悔しさや寂しさがありましたが、いつまで
も引きずってばかりではいられません。これを糧に前に進んでいきます。�
これまで⾟い時、楽しい時を共有し、導いてくれた家族、友⼈、先⽣⽅に感謝しながら、
⼤⼈の⾃覚を持ち、⽇々精進していきたいと思います。

誓いの⾔葉 代表 松元優太さん

      「20年の感謝を込めて」 梶⼭�世來�
         今年、いちき串⽊野市は誕⽣か�
         ら20年という節⽬を迎え、私も�
         20歳を迎えました。市と同じ年�
         に⽣まれ、この街とともに20年�
         を歩んできたことに、特別な縁  �
         を感じています。私が⽣まれた�
年に市が誕⽣し、その歴史の⼀部として今ここにい
ることを、⼼から誇りに思います。�
現在、私は就職して２年⽬となり、社会⼈としての
責任を強く実感しています。⾃分の仕事が会社や周
囲の⽅々に与える影響を考える中で、⾃分の役割を
果たすことの⼤切さを学びました。⼤変なこともあ
りますが、⼀つひとつに向き合い、責任をもって努
⼒を重ねていきたいです。�
これまで私を⽀えてくれた家族には⼼から感謝して
います。いつも温かく⾒守り、励まし、笑わせてく
れる家族のおかげで、今の私があります。家族や地
域の⽅々への感謝を忘れず、いちき串⽊野市で育っ
たことを⼒に変えて、これからも前向きに歩んでい
きたいと思います。

２

         「夢に向かって」 ⿊⽊�美結�
         私は、⼩さい時から看護師にな�
         りたいという夢があり⾼校から�
         看護の勉強ができる学校に通っ�
         ています。きつい実習や２⽉に�
         ある国家試験に向けての勉強を�
         両⽴しながら今まで頑張ってき�
         ました。�
普通科の学校に⾏っている友達を羨ましいと思った
こともありましたが、夢を叶えるために⾃分で選ん
だ学校なので、今まで乗り越えることができまし
た。国家試験に合格し、看護師になったら、患者さ
ん⼀⼈ひとりに優しく笑顔にできるような看護師に
なれるようにがんばっていきたいです。�
20歳になったことで、⼦どもではなく⼤⼈としての
責任が⼤きくなっていくため不安が⼤きいですが、
⼤⼈としての⾃覚を持ちつつ、１⼈で考え込まずに
周りと協⼒しながら過ごしていきたいと思います。�
今まで私たちを⽀えてくれた⼈たちに感謝し、⽀え
てくれた⼈たちや地域に恩返しができるようにがん
ばっていきたいと思います。

「成⼈から⼤⼈へ」 ⼆ノ⽅�奈々美  �
         この度は⼆⼗歳の集いの開催にあ�
         たり、お⼒添えいただいたすべて�
         の⽅々に感謝申し上げます。�
         また、私たちが無事に⼆⼗歳を迎�
         えられたその過程で関わってくだ�
         さった⽅々へも、⼼より感謝申し�
         上げます。�
私は多くの⽅々の⽀えの中で成⻑してきました。そう
した経験によって、現在の⾃分には、さまざまな影響
を受けて形成された⼀つの「軸」があると感じていま
す。�最近、どのような⽣き⽅をしていくのかを考え、
⼈⽣の選択をする場⾯が増えています。そのとき、そ
の軸に基づいて⾃分で意思決定を重ねることが、「⾃
⽴」につながると考えています。�
より⼀層ひとりの⼤⼈として、これからも成⻑してい
きたいと思います。

       「広い視野で歩む」 塚⽥�隼平�
         無事に⼆⼗歳を迎え、本⽇⼆⼗�
         歳の集いに参加することができ     �
         ました。ここまで私を⽀えてく�
         ださった全ての⽅々に⼼から感�
         謝しています。�
         この⼆⼗年間を振り返る中で多�
         くの経験をしてきましたが、特
に昨年のインドネシアでの海外研修が印象に残って
います。⾃分にとっては初めての海外で、異なる⽂
化や価値観に触れる中で、これまで当たり前だと
思っていた考えが通⽤しない場⾯もあり、⾃分の物
事の捉え⽅を考え直すきっかけになりました。これ
からは、そうした経験を⼤切にしながら、⼤学⽣活
の⼀⽇⼀⽇を過ごしていきたいと考えています。�
周囲に流されることなく、⾃分の考えに責任をもっ
て⾏動できる⼤⼈になることが⽬標です。まだ未熟
な部分も多いですが、⽇々の学びを⼤切にしながら
成⻑していきたいです。

⼆⼗歳の決意 〜今までの感謝を添えて〜
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12/21 チルドレンフェスティバル開催

市民文化センターでチルドレンフェスティバルが開
催されました。
中学生から高校生の青少年が主体となり、自分達で

企画・運営するイベントで、当日は太鼓・ダンスやバ
ンドなど多様な演目を披露し、会場は盛り上がってい
ました。
市ホームページ（右の二次元コード）

に活動風景を掲載していますので、ぜひ
ご覧ください。

12/20 「クリスマスコンサート」開催

市自主文化事業の「クリスマスコンサート」が
Museum Cafe 舟において実施されました。
三島史恵氏によるカンツォーネやハレルヤ合唱団の

合唱、ハンドベル隊による演奏などクリスマスにちな
んだ演目が行われ、約 40名の観客が魅了されていま
した。

12/11、
15 心の中に咲いた人権の花

生福・羽島小学校で「人権の花」運動の閉会式が行
われました。
生福小学校では、県人権作文コンクール奨励賞を受

賞した前夷悠希さん（１年）が作文の発表を行い、法
務局川内支局長が賞状の伝達をしました。また、家族
で取り組んだ人権標語の発表や人権教室も開かれまし
た。校長先生は、「次の学校へつなぐ、ヒマワリの種
に優しさを託し、その思いが広がるように全員で願い
ましょう」と話されました。
羽島小学校では、栫未空さん（６年）が、「夏には

大きな花が咲いたことが嬉しかった。思いやること、
助け合うことを学び、これからもみんなと仲良く過ご
していきたい」と発表しました。そのうえで校長先生
からは、「仲良く過ごしていくには思いやりが大切で
す」と言葉が贈られました。

第 20回串木野太極拳連盟
上海倶楽部発表会12/7

第 20回串木野太極拳連盟上海倶楽部発表会が串木
野体育センターで開催されました。
発表会では扇や剣を使った様々な演武を披露し、会

員は一つひとつの動きを呼吸と調和させながら、存分
に発表しました。
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12/28 中日ドラゴンズ飯山裕志２軍監督の野球教室開催

本市出身で、中日ドラゴンズの２軍監督に就任した飯山裕志さんによる野球教室が、母校の市来中学校にて開催
され、市来中学校野球部、いちきソフトボールスポーツ少年団の子どもたちが参加しました。
飯山さんは、「地味な練習の繰り返しだが、困ったときに基本が自分を助けてくれる」と、走塁、キャッチボール、

ノック、バッティングを行い、一人ひとりに熱のこもった指導をされました。
練習後には、「指導者や家族に感謝の気持ちをもって日々

練習をすると、上達のスピードの違いはあるけど必ず上手く
なる」とエールを送っていました。子どもたちには刺激的な
時間だったようで、目を輝かせながら練習に打ち込んでいる
姿が印象的でした。
飯山さんは、「観る人の心が動かされるような、野球を楽

しめる選手を育成したい」と今シーズンの意気込みを話して
くれました。今後の活躍を期待しています。

第 4回いちき串木野ロゲイニング
～おいしく、ひといき。～開催されました12/7

第 4回いちき串木野ロゲイニングが開催されまし
た。今回から「食」をテーマに、地図のエリアをリ
ニューアルしました。市外・県外からの参加者も多く、
ファミリーで歩いてチェックポイントを巡る方、ソロ
で走って全ポイント制覇を目指す方など、思い思いに
楽しんでいました。
また、濵田屋伝兵衛では、立ち寄った参加者へ市内

各焼酎蔵の焼酎のふるまいが行われていました。

■飯山裕志さんプロフィール
1995 年	 市来中学校卒
	 ※小・中学時代は「吉野バッファロー」、
	 　れいめい高校野球部に所属
1998 年	 日本ハムファイターズ入団（‘97 ドラフト 4位）
2017 年	 現役引退、24年まで日本ハムの１軍及び２軍の
	 内野守備走塁コーチやスカウトを歴任 
2025 年	 中日ドラゴンズ１軍野手総合コーチ就任
2026 年	 中日ドラゴンズ２軍監督就任

©中日ドラゴンズ

広告
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～女性農業者の活躍促進に尽力～
農山漁村女性活動功労者表彰11/20

本市の農業委員で女性農業経営士に認定されている
大里の木場由美子さんが、カクイックス交流センター
で、「令和 7年度農山漁村女性活動功労者」として表
彰されました。
木場さんは、県農業委員会女性委員の会長として県

内女性委員の登用促進に尽力されたほか、県農業経営
者クラブの女性初の会長として女性農業者が生産活動
や地域活動に参画できるよう、地域活性化に貢献して
きた功績が認められ今回の受賞となりました。

オクトーバー・ラン＆ウォーク 2025 の表彰

10 月の１ヶ月間、スマートフォンのアプリを使用
して行われたオンラインイベント「オクトーバー・ラ
ン＆ウォーク 2025」にて、市民 111 名が参加しまし
た。自治体人口別の参加者全体総歩数ランキング〔人
口２万人～５万人未満の部〕で本市が日本全国の第７
位となり、初参加から３年連続で大会事務局より表彰
がありました。
●本市参加者の総歩数　
22,983,839 歩（111 人）※ 1人平均 6,680 歩 / 日

●スポーツタウンwalkerの使用　
引き続き無料で楽しむことができます。新しくダウ

ンロードする方は、次の二次元コードから可能です。

第 22回観光まごころ県民運動会長表彰

いちき串木野市観光ガイド会が、「第 22回観光ま
ごころ県民運動会長表彰」を受賞しました。
この表彰は、観光客に対する温かい接遇や、地域の

魅力を継続的に発信してきた団体を称えるもので、観
光ガイド会の心のこもったおもてなしが評価されまし
た。
観光ガイド会の川口会長は、「会員の皆さんと続け

てきた取り組みが評価され、嬉しく思います。今後も
観光振興に貢献できるよう努めていきます」と喜びを
語りました。

（Android用） （iPhone 用）

11/30 第７回市アーチェリー大会

第７回市アーチェリー大会がいちきアクアホールで
開催されました。市内外の小学生から一般まで計 27
名が参加し、熱戦が繰り広げられました。
市内関係の入賞者は次のとおりです。

●リカーブ（18m）少年男子の部　
・優　勝　中袴田　遊（串木野高校１年）
・準優勝　戸川　大輝（鹿児島工業高校１年）
●リカーブ（18m）少年女子の部　
準優勝　濵田　更紗（鹿児島工業高校２年）

●リカーブ（18m）中学生男子の部　
優　勝　吉留　吾紳（串木野中学校３年）

●リカーブ（18m）中学生女子の部　
優　勝　長瀬　心桜（串木野中学校２年）

●リカーブ（12m）男女の部　
優　勝　大六野　羽美（串木野小学校５年）

●ベアボウ（18m）小中学生男子の部　
優　勝　戸川　瑛斗（串木野中学校１年） 
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学びの様子
ちょっと覗いてみませんか？
気になる方はぜひチェック！

若者の挑戦を応援する「いちき串木野ローカルチャレンジ塾」。
この取り組みは、地域魅力を活かしながら、起業やキャリア
づくりに挑戦する“ローカルイノベーター”を育てる一年間の
育成プログラムです。

第３回講座では、当塾のファシリテーターを務める株式会社ツクレボ代表
松永好史氏が登壇し、地域の空き店舗を活用して事業を育ててきた経験を
もとに、地方で新しい挑戦を始めるヒントを紹介。

また、鹿児島出身の経営者たちがつくった起業家支援コミュニティ「鹿児島イノベーションベース
（KGIB）」 の理事・吉松良平氏を迎え、地域から挑戦者を生み出す取り組みについて話を伺い、
塾生が次の一歩を踏み出すきっかけとなりました。

いちき串木野をフィールドに頑張る塾生たちのチャレンジを、ホームページやインスタグラムで発信して
いきます！

＼ 第3回／
＼ 第3回／
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うそ電話詐欺被害防止
防犯年賀ハガキ贈呈12/18

いちき串木野地区金融機関防犯協議会から郵便局へ、
うそ電話詐欺被害防止防犯年賀ハガキ 600 枚が贈呈
されました。
この年賀ハガキは防犯の合言葉「いかのおすし運

動」を周知するデザインで、市内の高齢者が多い地域
を中心に届けられました。
昨今、うそ電話詐欺をはじめ、SNS型投資詐欺、ロ

マンス詐欺の被害が全国的に急増し、本市でも被害が
確認されています。皆様の大切な財産が被害に遭わな
いよう、ご注意ください。

市内の各高齢者クラブが
表彰されました12/23

９月 18日に県内で開催された県老連「ゆめ・とき
めき鹿児島」ねんりん大会にて、本市のえびすクラブ
がボランティア部門の優良団体表彰を、第一浜友会が
会員増強運動の特別表彰を受賞しました。
また、11月５日、６日に茨城県で開催された全老

連第 64回全国大会にて本市の駅前クラブが優良クラ
ブ表彰を受賞しました。
各団体は、地域への取り組みや貢献を大いに評価さ

れ、今回の受賞となりました。おめでとうございます。


